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田
・
畑
統
制
小
作
料
を
改
正

　
田
、
畑
の
統
制
小
作
料
の
最
高
額

は
、
旧
額
よ
り
二
十
ば
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
別
表
の
日
程
に
よ
り

小
作
料
の
額
を
修
正
し
ま
す
の
で
、

地
主
、
小
作
人
の
両
者
は
小
作
契
約

書
を
持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
会
場

へ
参
集
く
だ
さ
い
。

千
手
ト
ン
ネ
ル
は
通
れ

ま
せ
ん

　
主
要
地
方
道
小
千
谷
ー
十
日
町
－

津
南
線
の
う
ち
千
手
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、
明
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

ト
ン
ネ
ル
改
良
工
事
の
た
め
通
れ
ま

せ
ん
の
で
、
略
図
の
通
り
迂
回
路
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
大
型
車
輌
は

栄
橋
回
り
と
な
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
　
　
　
“

奉鍬
　時簡競制

囲
計

千手トンネル

主要地方道小千谷・十日町・津南纏

声濃川酉

十
日
町
橋

へ
　
な
お
、
農
業
委
員
会
に
届
け
な
い

で
小
作
契
約
を
解
約
さ
れ
た
方
は
、

当
日
解
約
手
続
き
を
し
ま
す
の
で
、

地
主
、
小
作
人
の
両
者
（
一
緒
で
な

け
れ
ば
受
付
で
き
ま
せ
ん
）
は
、
契

約
書
と
印
鑑
（
み
と
め
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

月　日 時　　間 会　場

8月3日 午前9時半～午後4時 六箇出張所

8月5日 〃 中条公民館

8月6日 〃 下条出張所

8月11日 〃 吉田出張戸斤

8月12日 〃 水沢出張所

8月18日 午前9時～午後4時半 市役所4階
大会議室

8月19日 〃 〃

8月2〔MI

　～
8月31日

午前8時半～午後5時

ぐ欄鷹磐と）
市役所農業委

員会事務局

、
8
月
分
盤
欝
救
急
優

－
日

池

8
日
　
　
山

15

日
　
富

22

日
　
庭

29

日
　
中

田
医
院
禾
町
西
－
二

　
魯
2
の
2
5
8
1
番
一

ロ
医
院
（
袋
町
中
『

　
奮
2
の
2
1
7
4
番
㎜

田
医
院
（
神
明
町
）
…

　
奮
2
の
3
2
6
9
番
…

野
医
院
（
神
明
町
二

　
魯
2
の
2
7
1
1
番
｝

条
病
院
（
北
原
）

　
奮
7
の
3
0
1
8
番
｝

　
※
お
医
者
さ
ん
に
も
「
休
養
」
と

　
「
勉
強
」
の
時
間
を

医
師
会
の
協
力
を
え
て
、
救
急
患
者

の
た
め
に
休
日
救
急
医
を
輪
番
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
救
急
患
者
以
外

平
日
に
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

、
母
子
保
健
⑳
．
お
知
ち
せ

日程表

一献血車日程
8月2日①午前10時・～午後3時

星儀織物㈱
8月3日㊧午前10時～午後3時
中条公民館大井田分館

8月4日㊧午前10時～午後3時
中　条　病　院

明日といわず今献血しましょう

相育 育検4 検　3 事

談児

児診力
学普月
級に児

　歳
診児

業
名

（198杢日月 （188杢日月 （128杢日月 月
日

2　1午
時～時後

半半

1　1午
時～　後

半時

2　1午
　～　後

時時

時受

間付

公十 公　卜 公　十 ヘ
ム

民　日

館町
民　日

館町
民　日

館町
場

ま日日51
れま～年
たで32
者に目月

生311

者生51
　ま年
　れ4　の月

者生48
　ま年
　れ2　の月

対
象
者

地川井十 全 全 参
区治田日 集
ゴ薪田工

区
ハ座
箇、大 域 域 域

相保身
談育体
　に測

育内身
児科体
学検測

く該個3
だ当へ歳
さ月通6
いの知力

備

つ定 級診定 ノ∫が月

はな児
い おくを 考
て いと対
の でも象

郵
便
貯
金
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
を
募
集

　
十
日
町
郵
便
局
で
は
、
小
・
中
学

生
を
対
象
に
郵
便
貯
金
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
者
は
作
品
を
十
月
五
日
ま
で
に
十

日
町
郵
便
局
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　
作
品
内
容
　
郵
便
貯
金
に
関
係
あ

る
も
の
、
郵
便
局
、
郵
便
局
の
外
務

員
の
姿
（
作
品
の
大
き
さ
、
種
類
（
水

彩
、
ク
レ
ヨ
ン
）
は
自
由
）

とき
ところ

き
ろ
き
ろ

　
こ
　
　
　
こ

と
と
　
と
と

台所の衛生

Q
冷蔵庫を過信
しないで’

衛生的で安全
な水を豊富に

っかうこと

野菜はよく洗
う

ネズミ、ハエ、

蘇凝轟　　　　　璽

まうちょう・まな板・ふ

きんの洗浄、消毒を

　　　　嚇

買物は清潔で信用ある店

で新鮮なものを

　　　　　　嶋

　　　　　　　　　、ア

調理したものは早めにた
べ
、 残さないように

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

8／25
　　□10号□

豊
　
　
夢畿

　
　
お

　
　
と

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－31H）毎月25日（1部6円

今
秋
に
は
も
う
一
面
完
成
の
予
定

　
市
で
は
、
信
濃
川
左
岸
十
日
町
橋

下
流
の
河
川
敷
十
二
万
九
千
平
方
后

に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

広
場
の
造
成
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
施
設
の
一
部
と
し

て
「
野
球
場
B
面
（
二
万
二
千
三
百
五

十
平
方
蝦
）
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
球

場
開
き
は
、
去
る
八
月
二
日
行
わ
れ
、

当
分
の
間
、
一
般
市
民
に
無
料
で
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

星
空
に
夢
を
は
せ
る
こ
ど
も

た
ち
ー
。
8
月
2
0
日
午
後
8
時

広
場
は
、
今
年
度
か
ら
年
次
計
画
で
、

野
球
場
三
面
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
一
面
の
ほ
か
周
囲

に
緑
を
配
し
、
公
園
的
利
用
を
は
か

る
も
の
で
す
。
こ
と
し
は
、
野
球
場

B
面
の
ほ
か
、
も
う
一
面
の
野
球
場

の
造
成
工
事
が
十
一
月
完
成
を
メ
ド

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
に
完
成
し
た
野
球
場
は
、
ラ
イ

ト
●
レ
フ
ト
が
九
十
肩
、
セ
ン
タ
ー

百
二
十
后
と
い
う
立
派
な
規
模
で
、

外
野
ス
タ
ン
ド
は
一
肩
璽
口
同
さ
に
土

あれは、何んの星かな？

　　中条地区公民館で天文教室

「夏の夜空の星を観測しょう」と中条地区公

民館は、去る8月20日、21日、同館の屋上で天文

教室を開きました。集まった親子達は、十日

町天文同好会の指導を受けながら、美しい星

空に魅せられていました。

の
び
の
び
と
プ
レ
ー
す
る

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
広
場
野
球
場

盛
り
し
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
移
動
式

と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
は
け
は
非
常

に
よ
く
、
少
し
位
の
雨
で
も
十
分
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
こ
の
施
設
を
利
用

す
る
場
合
は
、
市
教
委
社
会
教
育
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

春
日
由
三
氏
が
豪
雪

　
地
帯
対
策
審
議
会
委

　
目
貝
に

　
十
日
町
市
長
春
日
由
三
氏
は
、
こ

の
ほ
ど
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
豪
雪
地

帯
対
策
審
議
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
同
審
議
会
は
、
豪
雪
対
策
等

に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
間
に

応
じ
、
ま
た
、
意
見
を
述
べ
る
総
理

府
の
附
属
機
関
。
委
員
は
、
内
閣
総

理
大
臣
が
任
命
す
る
衆
、
参
院
議
員
、

学
識
経
験
者
な
ど
三
十
五
人
以
内
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
団
体
八
個
人
を
表
彰

　
　
　
　
　
市
社
会
福
祉
大
会

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
市
社

会
福
祉
大
会
は
、
去
る
八
月
二
十
日
、

市
民
会
館
で
開
か
れ
、
席
上
、
つ
ぎ
の

団
体
、
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
坂
悦
次
夫
妻
ら
市
内
五
十

五
組
の
金
婚
者
に
記
念
品
贈
呈
、
記

念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
〈
団
体
〉
兄
貴
会
（
田
中
町
本
通
り
）

㈱
小
林
商
会
（
稲
荷
町
二
）
〈
個
人
〉

宮
入
国
治
（
宮
下
東
）
関
谷
勇
松
（
内

後
）
中
島
ア
イ
（
新
座
第
四
）
酒
井

ト
メ
ノ
（
南
鐙
坂
）
佐
藤
カ
ネ
（
本

町
西
一
丁
目
）
波
形
鹿
之
助
．
ハ
ナ

（
下
条
中
央
通
り
）
岡
村
千
代
松
（
河

内
町
）
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十
日
町
小
学
校
に
こ
と
ば
の
治
療

教
室
を
開
級

　
市
内
に
言
語
障
害
児
を
持
つ
親
の

会
「
正
し
い
こ
と
ば
を
育
む
会
」
等
か

ら
要
望
の
強
か
っ
た
「
こ
と
ば
の
治

療
教
室
」
が
こ
の
ほ
ど
十
日
町
小
学

校
内
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
こ
と
ば
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
、
そ
の
指
導

方
法
を
知
ら
な
い
た
め
、
放
っ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
、
こ
と
ば
の
指
導

を
受
け
る
た
め
に
長
岡
市
や
新
潟
市

ま
で
出
向
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
市
教
委
で
は
、
特
殊
教
育
の
充
実

に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
言
語
障
害
児
対
策
に
つ
い
て
は

N
H
K
側
の
好
意
で
、
去
る
昭
和
五

十
年
六
月
二
十
九
日
市
民
会
館
を
会

場
に
行
わ
れ
た
「
N
H
K
こ
と
ば
の

治
療
教
室
」
の
公
開
録
画
と
あ
わ
せ

専
門
の
先
生
方
に
よ
る
講
演
と
相
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
翌
五
十
一
年

四
月
、
十
日
町
小
学
校
に
言
語
障
害

児
特
殊
学
級
「
こ
と
ば
の
治
療
教
室
」

が
認
可
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
教
室
改

　松村さんは、正しいことぱを育む会を代表

して「地元にことばの治療教室ができて、こ

れからは、新潟や長岡へ通わなくてすみます」

と開級の喜びを話してくれました一．

　　　　　7月21日ことばの教室開級式で

言語障害児とは……

　同じ地域内に住むたくさんの同じ

年齢の子どもたちの話しことばとく

らべたとき、その子の話しことばの

内容よりも話しことばそのものを聞

き手がへんに感ずるとき、その子の

話しことばは異常だといいます。そ

のような子を言語障害児といいます。

言語障害児の種類と
　出現率

　、3、っうっぎの7種類に分類されま

す。

　口発音の異常な子…3．0㌫■声の

異常な子…0．2㌫■どもり…0．7㌫

■ことばの発達の遅れた子…0．3㌫

■みつ口蓋裂に伴う言語障害の子…

0．1㌫■脳性マヒに伴う言語障害の

子…0．2㌫■難聴に伴う言語障害の

子…0．5㌫。

　　　　　（パーセントは出現率）

　言語障害の出現率は5㌫といわれ

ていますから、100人中5人が言語障

害児ということになります。

　日本の小学校では、普通1クラス

2～3人の言語障害児がいることに

なり、全国では17〔）万人という多い数

です。

造
、
備
品
購
入
、
市
内
言
語
障
害
児
実

態
調
査
等
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
ば
の
治
療
教
室
は
、
去
る
七

月
二
十
一
日
か
ら
開
級
し
、
現
在
十

日
町
小
学
校
四
人
の
児
童
が
指
導
を

受
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
個
別
指
導

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

…
　
言
語
障
害
児
の
な
か
に
は
、
こ
と
…

㎝
ば
の
発
達
が
遅
れ
た
子
が
以
外
に
多
…

い
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
一

｝
幼
児
教
育
の
段
階
で
、
こ
と
ば
を
重
｝

…
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
…
。
…

㎜
ま
た
、
ど
も
り
や
構
音
障
害
の
子
が
㎜

…
一
生
懸
命
に
話
そ
う
と
努
力
し
て
い
…

…
る
と
き
、
や
り
な
お
し
や
注
意
す
る
…

…
こ
と
は
避
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
…

の
必
要
と
思
わ
れ
る
約
二
十
人
の
市

内
の
小
中
学
校
児
童
生
徒
に
つ
い
て

も
、
専
任
の
言
語
指
導
担
任
教
師
が

個
人
ご
と
に
く
わ
し
い
検
査
と
診
断

に
基
づ
き
、
子
ど
も
に
あ
っ
た
自
然

で
無
理
の
な
い
指
導
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
治
療
教
室
の
し
く
み

　
学
校
の
勉
強
に
な
る
べ
く
さ
し
つ

か
え
な
い
よ
う
に
、
個
人
別
に
時
間

割
が
組
ま
れ
、
指
定
さ
れ
た
日
時
を

守
っ
て
週
一
～
二
回
「
こ
と
ば
の
教

室
」
へ
通
級
し
て
指
導
を
受
け
ま
す
。

授
業
料
そ
の
他
は
無
料
。
毎
週
土
曜

日
の
午
前
中
は
、
こ
と
ば
に
関
す
る

教
育
相
談
日
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
申
し
込
み
手
続
き
は

　
教
育
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

子
ど
も
さ
ん
に
つ
い
て
の
お
困
り
の

点
と
名
前
、
年
齢
、
保
護
者
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
添
え
、
十
日
町
小

学
校
「
こ
と
ば
の
教
室
」
魯
二
⊥
二
五

二
五
番
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
部
障
害
者
の
入
所
生
を
募
集

　
後
保
護
指
導
所
（
柏
崎
市
松
戸
町

曾
〇
二
五
七
二
②
四
三
八
三
番
）
は
、

呼
吸
器
や
心
臓
、
腎
臓
機
能
障
害
者

等
の
内
部
障
害
者
を
対
象
に
つ
ぎ
の

と
お
り
入
所
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
曾
七
－
三
一
一
一
番
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
入
所
資
格

　
満
十
五
歳
以
上
で
医
師
が
訓
練
を

行
っ
て
も
差
支
え
な
い
と
認
め
た
者
。

（
精
神
障
害
者
を
除
く
）

　
訓
練
科
目

　
電
気
科
、
洋
裁
編
物
科
、
印
刷
科
、

経
理
簿
記
科
。
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　最近各地で、火災、水害、地すべりなどの災害により尊い人命が奪われていま

す。このような大きな災害には、その未然防止活動とともに、発生後の対応が重

要です。そこで、災害が発生した場合に備えて、市では県と共催でつぎのとおり

十日町地区総合防災訓練を実施します。市民多数の見学をお願いいたします。

　なお、見学される方は、当日の午前9時20分までに主会場の十日町高等学校へ

おいでください。

訓練項目 訓練時間 実施場所 訓練項目 訓練時間 実施場所

中魚沼

地方本部設置訓練
7二35～12：30
（8二30～8：35）

十日町

　総合庁舎
土砂くずれ防止救

助訓練

10：30～12：00

（11：45～11：50）

市民スキー場十日町市災害
対策本部設置訓練

7：35～12：30
（8：43～8：50）

十日町市役所
山林火災消火訓練

11：00～12：15

（11：50～12：00）

ビル火災消火避難
救助訓練

8：00～9：30
（9：00～9：15）

本町通り

　　商店街
警　備　訓　練

7：35～12：00
各訓練会場

臨時給水施設設置
訓練

7：45～9：30
（9：20～9：22）

十日町高校々

庭及び付近の

道路 初期消火訓練
9：50～10：20
（10：00～10：08）

滝文工業株式
会社電力施設復旧訓練

8：30～12二〇〇

（9：23～9：26）

高圧ガス漏えい防
御訓練

9：20～9：40
（9：27～9：32）

火災消火救助訓練
10：10～10：30

（10：12～10：21）

十日町市役所

防　疫　訓　練
9：30～10：00
（9：32～9：35） 医療救護救急訓練

7：30～10：30

（10：21～10：26）

給水・炊出し訓練
7：30～12：00
（9：35～9：40）

避　難　訓　練

9：00～12：00

十日町市・中
魚沼郡内の全
保育所、幼稚
園、小学校、
中学校、高等
学校

電話施設復旧訓練
8：40～10：00
（9：40～9：44）

被害状況偵察訓練
9：15～10：00
（9：40～　　）

9：00～10：00
袋町、・本町通

り商店街医療救護救急訓練
8：00～10：05
（9：45～9：51）

列車・バス接触事
故避難・救急訓練

10：10～10：40

（10：31～10：35） 高田町踏切
9：00～10：00

十日町織物工

業協同組合加

入工場堰堤放流通信訓練
10：00～11：00

（10：45～10：48）

十日町橋付近

油火災消火訓練
10：45～11：10

（10：48～10：55） 閉　　会　　式 12：15～12：30 十日町高校

水難救助訓練
8：00～11：10

（10：55～11：08）

※カッコ内の時間は、統監部（知事、市長など〉が

訓練を視察する時間です。

この時間を中心に訓練が行われます・U

架　橋　訓　練
10：10～11：30

（11：08～11：20）

水　防　訓　練
7：30～12：00
（11：20～11：30）

※カッコ内の時間は、統監部（知事、市長など〉が

訓練を視察する時間です。

　この時間を中心に訓練が行われます・U



N
略
q

1盈6”ρ36劒rる世顧”1”1”川””川1川川II川1川”””川（2）””””IIII”””ll量”8”昭和51年8月25日

十
日
町
小
学
校
に
こ
と
ば
の
治
療

教
室
を
開
級

　
市
内
に
言
語
障
害
児
を
持
つ
親
の

会
「
正
し
い
こ
と
ば
を
育
む
会
」
等
か

ら
要
望
の
強
か
っ
た
「
こ
と
ば
の
治

療
教
室
」
が
こ
の
ほ
ど
十
日
町
小
学

校
内
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
こ
と
ば
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
、
そ
の
指
導

方
法
を
知
ら
な
い
た
め
、
放
っ
て
い

た
り
、
あ
る
い
は
、
こ
と
ば
の
指
導

を
受
け
る
た
め
に
長
岡
市
や
新
潟
市

ま
で
出
向
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
市
教
委
で
は
、
特
殊
教
育
の
充
実

に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
言
語
障
害
児
対
策
に
つ
い
て
は

N
H
K
側
の
好
意
で
、
去
る
昭
和
五

十
年
六
月
二
十
九
日
市
民
会
館
を
会

場
に
行
わ
れ
た
「
N
H
K
こ
と
ば
の

治
療
教
室
」
の
公
開
録
画
と
あ
わ
せ

専
門
の
先
生
方
に
よ
る
講
演
と
相
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
翌
五
十
一
年

四
月
、
十
日
町
小
学
校
に
言
語
障
害

児
特
殊
学
級
「
こ
と
ば
の
治
療
教
室
」

が
認
可
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
教
室
改

　松村さんは、正しいことぱを育む会を代表

して「地元にことばの治療教室ができて、こ

れからは、新潟や長岡へ通わなくてすみます」

と開級の喜びを話してくれました一．

　　　　　7月21日ことばの教室開級式で

言語障害児とは……

　同じ地域内に住むたくさんの同じ

年齢の子どもたちの話しことばとく

らべたとき、その子の話しことばの

内容よりも話しことばそのものを聞

き手がへんに感ずるとき、その子の

話しことばは異常だといいます。そ

のような子を言語障害児といいます。

言語障害児の種類と
　出現率

　、3、っうっぎの7種類に分類されま

す。

　口発音の異常な子…3．0㌫■声の

異常な子…0．2㌫■どもり…0．7㌫

■ことばの発達の遅れた子…0．3㌫

■みつ口蓋裂に伴う言語障害の子…

0．1㌫■脳性マヒに伴う言語障害の

子…0．2㌫■難聴に伴う言語障害の

子…0．5㌫。

　　　　　（パーセントは出現率）

　言語障害の出現率は5㌫といわれ

ていますから、100人中5人が言語障

害児ということになります。

　日本の小学校では、普通1クラス

2～3人の言語障害児がいることに

なり、全国では17〔）万人という多い数

です。

造
、
備
品
購
入
、
市
内
言
語
障
害
児
実

態
調
査
等
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
ば
の
治
療
教
室
は
、
去
る
七

月
二
十
一
日
か
ら
開
級
し
、
現
在
十

日
町
小
学
校
四
人
の
児
童
が
指
導
を

受
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
個
別
指
導

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

…
　
言
語
障
害
児
の
な
か
に
は
、
こ
と
…

㎝
ば
の
発
達
が
遅
れ
た
子
が
以
外
に
多
…

い
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
一

｝
幼
児
教
育
の
段
階
で
、
こ
と
ば
を
重
｝

…
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
…
。
…

㎜
ま
た
、
ど
も
り
や
構
音
障
害
の
子
が
㎜

…
一
生
懸
命
に
話
そ
う
と
努
力
し
て
い
…

…
る
と
き
、
や
り
な
お
し
や
注
意
す
る
…

…
こ
と
は
避
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
…

の
必
要
と
思
わ
れ
る
約
二
十
人
の
市

内
の
小
中
学
校
児
童
生
徒
に
つ
い
て

も
、
専
任
の
言
語
指
導
担
任
教
師
が

個
人
ご
と
に
く
わ
し
い
検
査
と
診
断

に
基
づ
き
、
子
ど
も
に
あ
っ
た
自
然

で
無
理
の
な
い
指
導
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
治
療
教
室
の
し
く
み

　
学
校
の
勉
強
に
な
る
べ
く
さ
し
つ

か
え
な
い
よ
う
に
、
個
人
別
に
時
間

割
が
組
ま
れ
、
指
定
さ
れ
た
日
時
を

守
っ
て
週
一
～
二
回
「
こ
と
ば
の
教

室
」
へ
通
級
し
て
指
導
を
受
け
ま
す
。

授
業
料
そ
の
他
は
無
料
。
毎
週
土
曜

日
の
午
前
中
は
、
こ
と
ば
に
関
す
る

教
育
相
談
日
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
申
し
込
み
手
続
き
は

　
教
育
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

子
ど
も
さ
ん
に
つ
い
て
の
お
困
り
の

点
と
名
前
、
年
齢
、
保
護
者
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
添
え
、
十
日
町
小

学
校
「
こ
と
ば
の
教
室
」
魯
二
⊥
二
五

二
五
番
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
部
障
害
者
の
入
所
生
を
募
集

　
後
保
護
指
導
所
（
柏
崎
市
松
戸
町

曾
〇
二
五
七
二
②
四
三
八
三
番
）
は
、

呼
吸
器
や
心
臓
、
腎
臓
機
能
障
害
者

等
の
内
部
障
害
者
を
対
象
に
つ
ぎ
の

と
お
り
入
所
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
曾
七
－
三
一
一
一
番
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
入
所
資
格

　
満
十
五
歳
以
上
で
医
師
が
訓
練
を

行
っ
て
も
差
支
え
な
い
と
認
め
た
者
。

（
精
神
障
害
者
を
除
く
）

　
訓
練
科
目

　
電
気
科
、
洋
裁
編
物
科
、
印
刷
科
、

経
理
簿
記
科
。
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　最近各地で、火災、水害、地すべりなどの災害により尊い人命が奪われていま

す。このような大きな災害には、その未然防止活動とともに、発生後の対応が重

要です。そこで、災害が発生した場合に備えて、市では県と共催でつぎのとおり

十日町地区総合防災訓練を実施します。市民多数の見学をお願いいたします。

　なお、見学される方は、当日の午前9時20分までに主会場の十日町高等学校へ

おいでください。

訓練項目 訓練時間 実施場所 訓練項目 訓練時間 実施場所

中魚沼

地方本部設置訓練
7二35～12：30
（8二30～8：35）

十日町

　総合庁舎
土砂くずれ防止救

助訓練

10：30～12：00

（11：45～11：50）

市民スキー場十日町市災害
対策本部設置訓練

7：35～12：30
（8：43～8：50）

十日町市役所
山林火災消火訓練

11：00～12：15

（11：50～12：00）

ビル火災消火避難
救助訓練

8：00～9：30
（9：00～9：15）

本町通り

　　商店街
警　備　訓　練

7：35～12：00
各訓練会場

臨時給水施設設置
訓練

7：45～9：30
（9：20～9：22）

十日町高校々

庭及び付近の

道路 初期消火訓練
9：50～10：20
（10：00～10：08）

滝文工業株式
会社電力施設復旧訓練

8：30～12二〇〇

（9：23～9：26）

高圧ガス漏えい防
御訓練

9：20～9：40
（9：27～9：32）

火災消火救助訓練
10：10～10：30

（10：12～10：21）

十日町市役所

防　疫　訓　練
9：30～10：00
（9：32～9：35） 医療救護救急訓練

7：30～10：30

（10：21～10：26）

給水・炊出し訓練
7：30～12：00
（9：35～9：40）

避　難　訓　練

9：00～12：00

十日町市・中
魚沼郡内の全
保育所、幼稚
園、小学校、
中学校、高等
学校

電話施設復旧訓練
8：40～10：00
（9：40～9：44）

被害状況偵察訓練
9：15～10：00
（9：40～　　）

9：00～10：00
袋町、・本町通

り商店街医療救護救急訓練
8：00～10：05
（9：45～9：51）

列車・バス接触事
故避難・救急訓練

10：10～10：40

（10：31～10：35） 高田町踏切
9：00～10：00

十日町織物工

業協同組合加

入工場堰堤放流通信訓練
10：00～11：00

（10：45～10：48）

十日町橋付近

油火災消火訓練
10：45～11：10

（10：48～10：55） 閉　　会　　式 12：15～12：30 十日町高校

水難救助訓練
8：00～11：10

（10：55～11：08）

※カッコ内の時間は、統監部（知事、市長など〉が

訓練を視察する時間です。

この時間を中心に訓練が行われます・U

架　橋　訓　練
10：10～11：30

（11：08～11：20）

水　防　訓　練
7：30～12：00
（11：20～11：30）

※カッコ内の時間は、統監部（知事、市長など〉が

訓練を視察する時間です。

　この時間を中心に訓練が行われます・U
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改
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さ
れ
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国
民
年
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国
民
年
金
は
年
々
改

善
が
重
ね
ら
れ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
更
に
そ
の

内
容
が
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
改
正
は
、

石
油
危
機
に
始
ま
っ
た

著
し
い
経
済
変
動
に
合

わ
せ
、
年
金
の
実
質
価

値
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
給
付
と
負
担
の

両
面
に
わ
た
っ
て
、
制

度
全
体
を
見
直
す
財
政

計
算
を
予
定
よ
り
二
年

早
め
て
行
っ
た
も
の
で

す
。　
内
容
と
し
て
は
、
年

金
額
の
引
上
げ
や
保
険

料
の
改
定
の
ほ
か
色
々

な
制
度
が
と
り
い
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
っ
そ
く
改
正
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ

・
り
o

51

年
9
月
か

ら
実
施

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
一
ヵ
月
に
つ
き
八
百
円
で
計
算
さ
れ
て
い
る
年
金
額

は
千
三
百
円
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
五
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
加
算
さ
れ
る
特
例
単
価
は
一
ヵ
月
に
つ
き
三
百
円
か
ら

五
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

種　　類
現　　　行

年金額
改　　正
年金額

老齢年金
25年納付

339，600円
390，000円
（月32，500円）

10年年金 212，250円
246，000円
（月20，500円）

5　年年金 156，000円
180，000円
（月15，000円）

障害

年金

1級 424，500円
495，000円
（月41，250円）

2級 339，000円
396，000円
（月33，000円）

母子、準母子

遺児年金
339，000円

396，000円
（月33，000円）

その他　母子年金の加算額や死亡一時金の

　　引上げなど。

計算式　1，300円×保険料納付月数一年金額

　優遇分　500円×（300月一保険料納付月数）
　　　　　（昭和5年4月1日以前生れの者に加算）

そ
の
他
の
改
正

○
障
害
、
遺
児
年
金
の
通
算
制
度
の
創
設

○
障
害
年
金
の
廃
疾
認
定
日
の
短
縮

○
国
庫
負
担
時
期
の
変
更

O
保
険
料
の
改
定
…
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
二
千
二
百
円
に
な
り
ま
す
。

引
年
10
月
か

ら
実
施

　
拠
出
年
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、

二
・
八
謹
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

各
年
金
額
を
一
二
・
五
誕
～
一

種　　類 現　　行
年金額

改　　　正

年金額

老齢福祉年金 144，000円
162，000円

（月13，500円）

障害

福祉

年金

1級 216，000円
243，600円

（月20，300円）

2級 144，000円
162，000円

（月13，500円）

母子福祉年金

準母子
187，200円

211，200円

（月17，600円）

　その他
本人所得、公的年金との併給など支給制限

の緩和、母子、準母子年金の加算額の引上

げなど。

※なお、扶養義務者等の所得制限につい

　ては、50年度の限度額が、そのまます

　え置き。
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鐵
鑛
灘
灘
　
住
所
変
更
を
し
た
ら

　
　
　
難
、
叢
灘
　
　
　
　
　
す
ぐ
届
出
を

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
「
住
所
変
更
届
」

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
こ
の
届
が
お
く
れ
ま
す
と
、
銀
行
預
金
口
座
へ
の
年
金
振
込
通
知
や

郵
便
局
へ
の
支
払
通
知
が
旧
住
所
あ
て
に
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
一
回
提
出
す
る
「
現
況
届
」
の
用
紙
の
送
り
先
な
ど
も
同
様
に
な
り
、
あ
な

た
の
と
こ
ろ
に
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住
所
変
更
を
し
た
ら
た
だ
ち
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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附
加
保
険
料
を
納
め
て
▲

▼
　
よ
り
多
く
の
年
金
を

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
定
額
制
で
、
今
年
の
四
月
分
か
ら
一
ヵ
月
千
四
百
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
附
加
保
険
料
を
納
め
ま
す
と
将
来
よ
り
多
く
の

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
二
十
五
年
間
、
定
額
保
険
料
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
納
め
た
人
が
、
同
じ
期
間
、
附
加

わず

か
の
納
什
ご
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喰
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保
険
料
を
納
め
ま
す
と
附
加
年

金
と
し
て
、
六
万
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
一
ヵ
月
四
百
円

で
定
額
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

　
加
入
期
間
は
、
一
ヵ
月
で
も

一
年
で
も
よ
く
加
入
期
間
に
応

じ
た
年
金
が
定
額
年
金
に
上
積

み
さ
れ
ま
す
。

轟藻懸

（51年4月1日現在）

14，578人
12，io4人
　2，47－4人
（1，643人）

　2，488人
　2，182人
　　　91人
　　　90人
　　i　o7人
　　　　4人

　　　14人

　3，084人
　2，800人
　　277人
　　　　7人

◎被保険者
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附加年金加入者
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金
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ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
二
級
障
害
者
に
も
年
金
が
〃
“

　
障
害
福
祉
年
金
は
従
来
、
重
い
障
害
者
（
一
級
）
に
限
り
支
給
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
支
給
範
囲
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
比
較
的
軽
い
障
害
者
（
二
級
）
に
も
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
で
、
ど
こ
か
ら
も
年
金
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
方

は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

二
級
障
害
と
は
？

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
三

級
、
及
び
四
級
の
一
部
を

含
む
比
較
的
軽
い
障
害
の

こ
と
で
す
。

姓
．
．
、

間
　
老
齢
年
金
の
額
は
、
被
保
険
者

　
期
間
や
、
保
険
料
の
納
付
実
績
に

　
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

　
計
算
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
　
老
齢
年
金
の
額
は
、
資
格
期
間

　
が
二
十
五
年
以
上
の
人
の
場
合
は

　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
千
三
百
円
に
保
険
料
を
納
め
た
月

　
数
を
掛
け
た
額
。

■
千
三
百
円
に
保
険
料
免
除
期
間
の

　
月
数
を
掛
け
た
額
の
三
分
の
一
。

　
　
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て

　
い
る
人
は
、
二
百
円
に
保
険
料
を

　
納
め
た
月
数
を
掛
け
た
額
が
加
算

　
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格

　
期
間
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
本
来
の

　
二
十
五
年
が
、
二
十
四
年
か
ら
十

　
年
に
短
縮
（
昭
和
五
年
四
月
一
日

　
以
前
に
生
れ
た
人
）
さ
れ
て
い
ま

　
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
老
齢

　
年
金
の
額
の
計
算
方
法
は
、
さ
ら

　
に
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。
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国
民
年
金
は
年
々
改

善
が
重
ね
ら
れ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
更
に
そ
の

内
容
が
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
改
正
は
、

石
油
危
機
に
始
ま
っ
た

著
し
い
経
済
変
動
に
合

わ
せ
、
年
金
の
実
質
価

値
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
給
付
と
負
担
の

両
面
に
わ
た
っ
て
、
制

度
全
体
を
見
直
す
財
政

計
算
を
予
定
よ
り
二
年

早
め
て
行
っ
た
も
の
で

す
。　
内
容
と
し
て
は
、
年

金
額
の
引
上
げ
や
保
険

料
の
改
定
の
ほ
か
色
々

な
制
度
が
と
り
い
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
っ
そ
く
改
正
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ

・
り
o

51

年
9
月
か

ら
実
施

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
一
ヵ
月
に
つ
き
八
百
円
で
計
算
さ
れ
て
い
る
年
金
額

は
千
三
百
円
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
五
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
加
算
さ
れ
る
特
例
単
価
は
一
ヵ
月
に
つ
き
三
百
円
か
ら

五
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

種　　類
現　　　行

年金額
改　　正
年金額

老齢年金
25年納付

339，600円
390，000円
（月32，500円）

10年年金 212，250円
246，000円
（月20，500円）

5　年年金 156，000円
180，000円
（月15，000円）

障害

年金

1級 424，500円
495，000円
（月41，250円）

2級 339，000円
396，000円
（月33，000円）

母子、準母子

遺児年金
339，000円

396，000円
（月33，000円）

その他　母子年金の加算額や死亡一時金の

　　引上げなど。

計算式　1，300円×保険料納付月数一年金額

　優遇分　500円×（300月一保険料納付月数）
　　　　　（昭和5年4月1日以前生れの者に加算）

そ
の
他
の
改
正

○
障
害
、
遺
児
年
金
の
通
算
制
度
の
創
設

○
障
害
年
金
の
廃
疾
認
定
日
の
短
縮

○
国
庫
負
担
時
期
の
変
更

O
保
険
料
の
改
定
…
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
二
千
二
百
円
に
な
り
ま
す
。

引
年
10
月
か

ら
実
施

　
拠
出
年
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、

二
・
八
謹
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

各
年
金
額
を
一
二
・
五
誕
～
一

種　　類 現　　行
年金額

改　　　正

年金額

老齢福祉年金 144，000円
162，000円

（月13，500円）

障害

福祉

年金

1級 216，000円
243，600円

（月20，300円）

2級 144，000円
162，000円

（月13，500円）

母子福祉年金

準母子
187，200円

211，200円

（月17，600円）

　その他
本人所得、公的年金との併給など支給制限

の緩和、母子、準母子年金の加算額の引上

げなど。

※なお、扶養義務者等の所得制限につい

　ては、50年度の限度額が、そのまます

　え置き。
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年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
「
住
所
変
更
届
」

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
こ
の
届
が
お
く
れ
ま
す
と
、
銀
行
預
金
口
座
へ
の
年
金
振
込
通
知
や

郵
便
局
へ
の
支
払
通
知
が
旧
住
所
あ
て
に
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
一
回
提
出
す
る
「
現
況
届
」
の
用
紙
の
送
り
先
な
ど
も
同
様
に
な
り
、
あ
な

た
の
と
こ
ろ
に
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住
所
変
更
を
し
た
ら
た
だ
ち
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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よ
り
多
く
の
年
金
を

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
定
額
制
で
、
今
年
の
四
月
分
か
ら
一
ヵ
月
千
四
百
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
附
加
保
険
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を
納
め
ま
す
と
将
来
よ
り
多
く
の

年
金
を
受
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る
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と
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。
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間
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保
険
料
を
納
め
ま
す
と
附
加
年

金
と
し
て
、
六
万
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
一
ヵ
月
四
百
円

で
定
額
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

　
加
入
期
間
は
、
一
ヵ
月
で
も

一
年
で
も
よ
く
加
入
期
間
に
応

じ
た
年
金
が
定
額
年
金
に
上
積

み
さ
れ
ま
す
。

轟藻懸

（51年4月1日現在）

14，578人
12，io4人
　2，47－4人
（1，643人）

　2，488人
　2，182人
　　　91人
　　　90人
　　i　o7人
　　　　4人

　　　14人

　3，084人
　2，800人
　　277人
　　　　7人

◎被保険者
　　強　　 制
　　　任　　意
附加年金加入者

者
齢
老
害
子
児
婦

給受
金
老
通
障
母
遺
寡

年出拠◎

◎福祉年金受給者

　　　　老齢福祉

　　　　障害福祉

　　　　母子福祉

繋
雛
議
灘
灘
灘
雛
雛
態
饗
鍛
灘
繋
議
欝
灘
雛
難
灘
織
翻
顯
灘
繊
羅
叢

　
　
　
　
　
　
　
鐸
　
饗
縫
畿
叢
韓
蓋
雛
蕪
嚢
難
難
嚢
鑛
離
雛
嚢
灘
難
・

　
　
　
　
　
　
　
難
螢
慈
麟
懸
綴
護
難
戴
難
叢
嚢
縷
簗
懸
鑛
馨
議
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
鑛
礫
難
義
羨
議
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

難
総
鍛
懸
懸
鞍
翔
難
難
嚢
礫
灘
灘
羅
鑛
嚢
叢
遷
嚢
灘
　
難
離
灘
羅
鐵
　
難

　
　
　
　
　
　
　
鞭
鱗
難
雛
鍍
欝
㎜
擬
灘
難
蕪
　
毒
鍵
難
灘
羅
饗
雛
鐵
臼
難
・

　
　
　
　
　
　
　
難
欝
鐵
灘
醗
鑑
黛
慧
懇
議
難
職
纏
嚢
難
．
嚢
灘
繍
鎌
鞭

　
　
　
　
　
　
　
難
難
鑛
叢
鞭
縫
灘
難
灘
簸
難
難
癖
　
　
　
．
…
懸
購
…
…
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澄

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
二
級
障
害
者
に
も
年
金
が
〃
“

　
障
害
福
祉
年
金
は
従
来
、
重
い
障
害
者
（
一
級
）
に
限
り
支
給
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
支
給
範
囲
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
比
較
的
軽
い
障
害
者
（
二
級
）
に
も
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
で
、
ど
こ
か
ら
も
年
金
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
方

は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

二
級
障
害
と
は
？

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
三

級
、
及
び
四
級
の
一
部
を

含
む
比
較
的
軽
い
障
害
の

こ
と
で
す
。

姓
．
．
、

間
　
老
齢
年
金
の
額
は
、
被
保
険
者

　
期
間
や
、
保
険
料
の
納
付
実
績
に

　
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

　
計
算
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
　
老
齢
年
金
の
額
は
、
資
格
期
間

　
が
二
十
五
年
以
上
の
人
の
場
合
は

　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
千
三
百
円
に
保
険
料
を
納
め
た
月

　
数
を
掛
け
た
額
。

■
千
三
百
円
に
保
険
料
免
除
期
間
の

　
月
数
を
掛
け
た
額
の
三
分
の
一
。

　
　
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て

　
い
る
人
は
、
二
百
円
に
保
険
料
を

　
納
め
た
月
数
を
掛
け
た
額
が
加
算

　
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格

　
期
間
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
本
来
の

　
二
十
五
年
が
、
二
十
四
年
か
ら
十

　
年
に
短
縮
（
昭
和
五
年
四
月
一
日

　
以
前
に
生
れ
た
人
）
さ
れ
て
い
ま

　
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
老
齢

　
年
金
の
額
の
計
算
方
法
は
、
さ
ら

　
に
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。
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講座のお知らせ’76市民六

　わたしたちの食べ物は、はたして安全なのでしょうか．、

市民大学講座、今年度は市消費者協会とタイアップしな

がら、現代の食べ物にメスを入れてみたいと思います。

受講希望者は9月10日までに公民館本館又は地区館市民

大学講座係へ．受講料200円。

講
師
紹
介

●
岩
尾
裕
之
（
い
わ
お
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

国
立
栄
養
研
究
所
応
用
食
品
部
長

栄
養
審
議
会
委
員
、
日
本
食
品
衛

生
学
会
理
事
、
医
博
、
著
書
に
コ

億
半
病
人
」
な
ど
多
数
。

●
郡
司
篤
孝
（
ぐ
ん
じ
あ
つ
た
か
）

元
日
本
経
済
新
聞
社
広
告
部
長
、

食
品
添
加
物
研
究
会
長
、
著
書
に

「
恐
る
べ
き
加
工
食
品
」
　
「
生
と

ー
回
9月14日
　（火）

食べ物は変わった
みんなが肥っている

何がそうさせているか

変わってはならないもの

映画

岩尾裕之

2
回
9月17日
　（金）

加工食品の危険性
おいしい物ほど疑え

何が入っているか

今は危険でなくとも

スライド

郡司篤孝

3
回
9月22日
　（水）

農産物は安全か
きれいなものにはトゲがある

形はわるくとも味は変わらない

農業のことも考えよ

資料

見里朝正

4
回
9月28日
　（火）

消費者はおろかな王様

原価を知っているか

「経済」だけではいけない

食べるのはあなただ

映画

勝部三枝子

死
の
食
物
」
な
ど
多
数
。

●
見
里
朝
正
（
み
さ
と
・
と
も
ま
さ
）

元
農
林
省
農
薬
研
究
室
長
、
理
化

学
研
究
所
主
任
研
究
員
、
農
博
、

日
本
農
学
賞
受
賞
、
著
書
に
「
公

害
の
な
い
農
薬
」
な
ど
多
数
。

●
勝
部
三
枝
子
（
か
つ
べ
・
み
え
こ
）

元
主
婦
連
事
務
局
長
、
生
活
評
論

家
、
生
活
学
校
委
員
、
消
費
者
問

題
の
第
一
人
者
と
し
て
全
国
的
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

さ
あ
、
読
書
の
秋
で
す

　
　
　
　
　
　
㎜
霧
灘
灘
叢
灘
灘
雛
麟
灘
灘
懸
灘

下
条
コ
ー
ス

1
伽
2
0
日
㈲

二
子
・
慶
地
・
漉
野
・
水
口
．

上
新
田

美
佐
島
コ
ー
ス

2
・
1
6
日
㈲

田
川
町
三
・
猿
倉
・
津
池
・

赤
倉

水
沢
コ
ー
ス

3
・
1
7
日
③

大
黒
沢
・
細
尾
・
姿
・
当
間
．

水
沢
・
馬
場

飛
渡
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
）

7
・
2
1
日
依

轟
木
・
池
谷
・
魚
之
田
川
．

菅
沼
・
東
枯
木
又

中
条
コ
ー
ス

8
・
2
2
日
㊨
、

新
座
・
四
日
町
新
田
・
四
日
町

本
町
六
・
中
条
島
・
上
原

吉
田
コ
ー
ス

10

・
2
4
日
働

鉢
・
高
島
・
南
鐙
坂
・

小
泉
・
山
谷
・
稲
葉

六
箇
コ
ー
ス

11

・
2
5
日
ω

中
村
・
田
麦
・
島

川
治
コ
ー
ス

14
・
2
8
日
∪
℃

春
日
町
・
城
之
古
・
谷
内
丑

工
場
団
地
・
関
根
・
長
里

☆
他
に
公
民
館
（
本
館
）
に
は
図
書

　
室
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
貸

　
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
平
日
は
午
前
九
時
～
午
後
六
時

　
（
た
だ
し
、
月
曜
は
休
館
、
水

　
曜
は
午
後
八
時
半
ま
で
）

・
土
・
日
曜
及
び
祝
日
は
午
後
五

　
時
ま
で
。

☆
な
お
、
中
条
、
飛
渡
、
六
箇
、

　
川
治
、
吉
田
、
下
条
、
水
沢
の

　
各
地
区
館
で
も
貸
出
し
を
お
こ

　
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（7）”””一”1”lll一””一”1“””1とお”3お％琶価1”警一1一”II”lll一”1””奮“II””重ll”“1“1””ll”1『””1”””1””lll””1””””1””II”””1唇昭和51年8月25日

料
理
教
室
・
き
も
の
着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
・
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
こ
の
ほ

ど
音
楽
室
を
改
造
し
、
料
理
実
習
室

を
つ
く
り
ま
し
た
。
九
月
か
ら
、
き

も
の
着
付
教
室
と
あ
わ
せ
て
料
理
教

室
（
新
設
）
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
至
急
青
少
年

福
祉
年
金
証
書
を

交
付
し
ま
す

　
福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
九
月
六

日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
年
金
証
書
を
つ
ぎ
の
と
お
り

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
印
か
ん
、
保

管
証
を
持
参
の
う
え
、
忘
れ
ず
に
お

受
け
と
り
く
だ
ざ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
、
年
金
の
支
給
が

停
止
と
な
っ
た
方
に
は
、
そ
の
旨
個

個
に
通
知
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

証
書
交
付
日
程
表

ホ
ー
ム
事
務
室
（
曾
七
－
八
九
一
八

翻
）
鈴
欝
欝
饗
．
．

　
土
曜
コ
ー
ス
（
十
五
歳
～
二
十
五

歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
）
…
毎
月
第

一
・
第
三
土
曜
日
午
後
一
時
。
募
集

人
員
二
十
人
。
教
材
費
月
千
五
百
円
。

O
B
コ
ー
ス
（
一
般
の
主
婦
で
三
十

五
歳
ま
で
の
方
）
…
毎
月
第
一
．
三

水
曜
日
午
後
六
時
半
。
募
集
人
員
二

十
人
。
教
材
費
月
千
八
百
円
。
開
講

式
九
月
四
日
午
後
七
時
。
な
お
、
火

曜
日
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
定
員

に
達
し
ま
し
た
の
で
締
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

雛
鑛
雛
懸
蒙
鎌
難
嚢
灘

　
着
物
の
基
礎
と
一
人
で
着
ろ
れ
る

ま
で
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
募
集
人

員
十
五
人
。
教
材
費
三
千
円
。
開
設

期
間
九
月
～
十
一
月
（
十
二
回
）
。

開
講
日
九
月
一
日
午
後
七
時
。

消
防
設
備
点
検
資
格

者
の
講
習
会

　
昭
和
五
十
一
年
度
消
防
設
備
点
検

資
格
者
の
講
習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

　
講
習
日
時
〔
第
一
種
〕
十
月
四
．

五
・
六
日
、
万
代
シ
テ
イ
ホ
ー
ル
（
新

潟
市
）
　
〔
第
二
種
〕
十
月
十
九
・
二

十
・
二
十
一
日
、
万
代
シ
テ
イ
ホ
ー

ル
。
い
ず
れ
も
午
前
九
時
～
午
後
五

時
ま
で
。

■斑尾高原オリエンテーリングに

　ご参加を

　ユースホステル十日町グループは、斑尾高原オ

リエンテーリングを計画しています。参加希望者

は、9月12日までに小海和久（錦町1－76曾7－2304）

へお申し込みください。

期　日　9月19日（日）午前7時15分市民会館前

　　　　集合。マイクロバスで斑尾高原へ。

その他　会費800円。昼食持参。オリエンテーリ

　　　　ングに・3・さわしい服装を。

■珠川地区（癸号）国土調査の

　成果閲覧

　昭和49年度実施の珠川地区（癸号）国土調査の

成果（地籍図、地籍簿〉を作成しましたので、つ

ぎのとおり閲覧します。閲覧当日は認印をお持ち

ください。

　期日　9月6日までの毎日午前9時～午後4時まで

　場所　市役所国土調査室

■国土調査用コンクリート標を

　埋設します

　市国土調査室では、測量の基準となるコンクリ

ート標の補充設置を年次計画で進めています・こ

としは、飛渡川以北貝の川までの平場を予定して

います。8月から10月まで、同地内で埋設作業を行

いますので、土地立入り等ご協力をお願いします。

　なお、埋設にあたつては、設置場所に標識しま

すので、耕作等に支障のある方は、位置の選定時

業者にお申し出ください。

■陸・海・空自衛官募集中！

　若い力を国の守りに…来春高校卒業予定者の採

用試験は10月1日から行います。自衛官募集につ

いての問い合わせは市役所市民課または、自衛隊

新潟地方連絡部長岡出張所（曾0258－33－0256番）

へo

　
受
講
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用

紙
に
、
必
要
書
類
を
そ
え
て
、
八
月

三
十
日
～
九
月
二
日
ま
で
に
新
潟
県

消
防
設
備
保
守
協
会
（
〒
九
五
一
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二
番
地

費
（
〇
二
五
二
）
二
一
二
－
五
五
一
一

番
）
へ
。

　
受
講
料
　
二
万
円
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
九
月
一
日
…
午
後
一
時
半
～
午

後
四
時
半
ま
で
、
稲
荷
町
三
の
一
部

～
西
本
町
～
八
幡
田
町
一
部
～
下
川

原
　
▽
九
月
十
日
…
牛
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
新
宮
▽
九
月
十
四

日
…
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、
吉
田

山
谷
一
部
　
▽
九
月
二
十
一
日
…
午

前
十
時
半
～
正
午
ま
で
、
中
条
中
町

～
上
町
一
部
～
背
戸
～
下
町
～
島
～

　
　
　
　
　
　
　
O

峠
～
梅
沢
　
▽
九
月
三
十
日
…
牛
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
水
沢
一
部

　
▽
九
月
三
十
日
…
午
後
一
時
半
～

午
後
三
時
半
ま
で
、
川
治
下
町
三
の

一
部
～
内
後
～
妻
有
町
三
の
一
部
～

北
新
田
の
一
部
。

（
㊨
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
十
日
町
郵
便
局

　
郵
便
局
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
九

月
二
十
三
日
以
前
に
預
け
た
定
額
貯

金
を
、
今
後
と
も
引
き
続
い
て
預
け

る
方
に
、
利
息
が
有
利
に
な
る
手
続

き
（
駒
の
手
続
き
V
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
は
、
昭
和
五
十
二
年

一
月
十
三
日
ま
で
で
す
が
、
定
額
貯

金
証
書
の
日
付
を
お
確
め
の
う
え
、

郵
便
局
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
」

日
　
時

交
付
場
所

受
取
り
郵
便
局

九
月
六
日

午
前
九
時

市
役
所

＋
日
町
、
＋
日
町

高
田
、
川
治
簡
易

〃

中
条
公
民
館

魚
沼
中
条

〃

各
出
張
所

水
沢
、
土
市
、
下

条
、
吉
田
、
六
箇

〃

新
水
農
協

新
水
簡
易

■電波障害一掃運動にご協力を

　日本アマチュア無線連盟は、10月1日から31日

まで、電波障害の苦情受付調査を行います。アマ

チュア無線局から発射している電波で障害を受け

ている方は、栗林道夫（中条北原曾7－0414番）へ

ご連絡ください。
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講座のお知らせ’76市民六

　わたしたちの食べ物は、はたして安全なのでしょうか．、

市民大学講座、今年度は市消費者協会とタイアップしな

がら、現代の食べ物にメスを入れてみたいと思います。

受講希望者は9月10日までに公民館本館又は地区館市民

大学講座係へ．受講料200円。

講
師
紹
介

●
岩
尾
裕
之
（
い
わ
お
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

国
立
栄
養
研
究
所
応
用
食
品
部
長

栄
養
審
議
会
委
員
、
日
本
食
品
衛

生
学
会
理
事
、
医
博
、
著
書
に
コ

億
半
病
人
」
な
ど
多
数
。

●
郡
司
篤
孝
（
ぐ
ん
じ
あ
つ
た
か
）

元
日
本
経
済
新
聞
社
広
告
部
長
、

食
品
添
加
物
研
究
会
長
、
著
書
に

「
恐
る
べ
き
加
工
食
品
」
　
「
生
と

ー
回
9月14日
　（火）

食べ物は変わった
みんなが肥っている

何がそうさせているか

変わってはならないもの

映画

岩尾裕之

2
回
9月17日
　（金）

加工食品の危険性
おいしい物ほど疑え

何が入っているか

今は危険でなくとも

スライド

郡司篤孝

3
回
9月22日
　（水）

農産物は安全か
きれいなものにはトゲがある

形はわるくとも味は変わらない

農業のことも考えよ

資料

見里朝正

4
回
9月28日
　（火）

消費者はおろかな王様

原価を知っているか

「経済」だけではいけない

食べるのはあなただ

映画

勝部三枝子

死
の
食
物
」
な
ど
多
数
。

●
見
里
朝
正
（
み
さ
と
・
と
も
ま
さ
）

元
農
林
省
農
薬
研
究
室
長
、
理
化

学
研
究
所
主
任
研
究
員
、
農
博
、

日
本
農
学
賞
受
賞
、
著
書
に
「
公

害
の
な
い
農
薬
」
な
ど
多
数
。

●
勝
部
三
枝
子
（
か
つ
べ
・
み
え
こ
）

元
主
婦
連
事
務
局
長
、
生
活
評
論

家
、
生
活
学
校
委
員
、
消
費
者
問

題
の
第
一
人
者
と
し
て
全
国
的
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

さ
あ
、
読
書
の
秋
で
す

　
　
　
　
　
　
㎜
霧
灘
灘
叢
灘
灘
雛
麟
灘
灘
懸
灘

下
条
コ
ー
ス

1
伽
2
0
日
㈲

二
子
・
慶
地
・
漉
野
・
水
口
．

上
新
田

美
佐
島
コ
ー
ス

2
・
1
6
日
㈲

田
川
町
三
・
猿
倉
・
津
池
・

赤
倉

水
沢
コ
ー
ス

3
・
1
7
日
③

大
黒
沢
・
細
尾
・
姿
・
当
間
．

水
沢
・
馬
場

飛
渡
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
）

7
・
2
1
日
依

轟
木
・
池
谷
・
魚
之
田
川
．

菅
沼
・
東
枯
木
又

中
条
コ
ー
ス

8
・
2
2
日
㊨
、

新
座
・
四
日
町
新
田
・
四
日
町

本
町
六
・
中
条
島
・
上
原

吉
田
コ
ー
ス

10

・
2
4
日
働

鉢
・
高
島
・
南
鐙
坂
・

小
泉
・
山
谷
・
稲
葉

六
箇
コ
ー
ス

11

・
2
5
日
ω

中
村
・
田
麦
・
島

川
治
コ
ー
ス

14
・
2
8
日
∪
℃

春
日
町
・
城
之
古
・
谷
内
丑

工
場
団
地
・
関
根
・
長
里

☆
他
に
公
民
館
（
本
館
）
に
は
図
書

　
室
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
貸

　
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
平
日
は
午
前
九
時
～
午
後
六
時

　
（
た
だ
し
、
月
曜
は
休
館
、
水

　
曜
は
午
後
八
時
半
ま
で
）

・
土
・
日
曜
及
び
祝
日
は
午
後
五

　
時
ま
で
。

☆
な
お
、
中
条
、
飛
渡
、
六
箇
、

　
川
治
、
吉
田
、
下
条
、
水
沢
の

　
各
地
区
館
で
も
貸
出
し
を
お
こ

　
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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料
理
教
室
・
き
も
の
着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
・
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
こ
の
ほ

ど
音
楽
室
を
改
造
し
、
料
理
実
習
室

を
つ
く
り
ま
し
た
。
九
月
か
ら
、
き

も
の
着
付
教
室
と
あ
わ
せ
て
料
理
教

室
（
新
設
）
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
至
急
青
少
年

福
祉
年
金
証
書
を

交
付
し
ま
す

　
福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
九
月
六

日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
年
金
証
書
を
つ
ぎ
の
と
お
り

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
印
か
ん
、
保

管
証
を
持
参
の
う
え
、
忘
れ
ず
に
お

受
け
と
り
く
だ
ざ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
、
年
金
の
支
給
が

停
止
と
な
っ
た
方
に
は
、
そ
の
旨
個

個
に
通
知
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

証
書
交
付
日
程
表

ホ
ー
ム
事
務
室
（
曾
七
－
八
九
一
八

翻
）
鈴
欝
欝
饗
．
．

　
土
曜
コ
ー
ス
（
十
五
歳
～
二
十
五

歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
）
…
毎
月
第

一
・
第
三
土
曜
日
午
後
一
時
。
募
集

人
員
二
十
人
。
教
材
費
月
千
五
百
円
。

O
B
コ
ー
ス
（
一
般
の
主
婦
で
三
十

五
歳
ま
で
の
方
）
…
毎
月
第
一
．
三

水
曜
日
午
後
六
時
半
。
募
集
人
員
二

十
人
。
教
材
費
月
千
八
百
円
。
開
講

式
九
月
四
日
午
後
七
時
。
な
お
、
火

曜
日
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
定
員

に
達
し
ま
し
た
の
で
締
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

雛
鑛
雛
懸
蒙
鎌
難
嚢
灘

　
着
物
の
基
礎
と
一
人
で
着
ろ
れ
る

ま
で
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
募
集
人

員
十
五
人
。
教
材
費
三
千
円
。
開
設

期
間
九
月
～
十
一
月
（
十
二
回
）
。

開
講
日
九
月
一
日
午
後
七
時
。

消
防
設
備
点
検
資
格

者
の
講
習
会

　
昭
和
五
十
一
年
度
消
防
設
備
点
検

資
格
者
の
講
習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

　
講
習
日
時
〔
第
一
種
〕
十
月
四
．

五
・
六
日
、
万
代
シ
テ
イ
ホ
ー
ル
（
新

潟
市
）
　
〔
第
二
種
〕
十
月
十
九
・
二

十
・
二
十
一
日
、
万
代
シ
テ
イ
ホ
ー

ル
。
い
ず
れ
も
午
前
九
時
～
午
後
五

時
ま
で
。

■斑尾高原オリエンテーリングに

　ご参加を

　ユースホステル十日町グループは、斑尾高原オ

リエンテーリングを計画しています。参加希望者

は、9月12日までに小海和久（錦町1－76曾7－2304）

へお申し込みください。

期　日　9月19日（日）午前7時15分市民会館前

　　　　集合。マイクロバスで斑尾高原へ。

その他　会費800円。昼食持参。オリエンテーリ

　　　　ングに・3・さわしい服装を。

■珠川地区（癸号）国土調査の

　成果閲覧

　昭和49年度実施の珠川地区（癸号）国土調査の

成果（地籍図、地籍簿〉を作成しましたので、つ

ぎのとおり閲覧します。閲覧当日は認印をお持ち

ください。

　期日　9月6日までの毎日午前9時～午後4時まで

　場所　市役所国土調査室

■国土調査用コンクリート標を

　埋設します

　市国土調査室では、測量の基準となるコンクリ

ート標の補充設置を年次計画で進めています・こ

としは、飛渡川以北貝の川までの平場を予定して

います。8月から10月まで、同地内で埋設作業を行

いますので、土地立入り等ご協力をお願いします。

　なお、埋設にあたつては、設置場所に標識しま

すので、耕作等に支障のある方は、位置の選定時

業者にお申し出ください。

■陸・海・空自衛官募集中！

　若い力を国の守りに…来春高校卒業予定者の採

用試験は10月1日から行います。自衛官募集につ

いての問い合わせは市役所市民課または、自衛隊

新潟地方連絡部長岡出張所（曾0258－33－0256番）

へo

　
受
講
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用

紙
に
、
必
要
書
類
を
そ
え
て
、
八
月

三
十
日
～
九
月
二
日
ま
で
に
新
潟
県

消
防
設
備
保
守
協
会
（
〒
九
五
一
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二
番
地

費
（
〇
二
五
二
）
二
一
二
－
五
五
一
一

番
）
へ
。

　
受
講
料
　
二
万
円
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
九
月
一
日
…
午
後
一
時
半
～
午

後
四
時
半
ま
で
、
稲
荷
町
三
の
一
部

～
西
本
町
～
八
幡
田
町
一
部
～
下
川

原
　
▽
九
月
十
日
…
牛
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
新
宮
▽
九
月
十
四

日
…
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、
吉
田

山
谷
一
部
　
▽
九
月
二
十
一
日
…
午

前
十
時
半
～
正
午
ま
で
、
中
条
中
町

～
上
町
一
部
～
背
戸
～
下
町
～
島
～

　
　
　
　
　
　
　
O

峠
～
梅
沢
　
▽
九
月
三
十
日
…
牛
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
水
沢
一
部

　
▽
九
月
三
十
日
…
午
後
一
時
半
～

午
後
三
時
半
ま
で
、
川
治
下
町
三
の

一
部
～
内
後
～
妻
有
町
三
の
一
部
～

北
新
田
の
一
部
。

（
㊨
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
十
日
町
郵
便
局

　
郵
便
局
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
九

月
二
十
三
日
以
前
に
預
け
た
定
額
貯

金
を
、
今
後
と
も
引
き
続
い
て
預
け

る
方
に
、
利
息
が
有
利
に
な
る
手
続

き
（
駒
の
手
続
き
V
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
は
、
昭
和
五
十
二
年

一
月
十
三
日
ま
で
で
す
が
、
定
額
貯

金
証
書
の
日
付
を
お
確
め
の
う
え
、

郵
便
局
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
」

日
　
時

交
付
場
所

受
取
り
郵
便
局

九
月
六
日

午
前
九
時

市
役
所

＋
日
町
、
＋
日
町

高
田
、
川
治
簡
易

〃

中
条
公
民
館

魚
沼
中
条

〃

各
出
張
所

水
沢
、
土
市
、
下

条
、
吉
田
、
六
箇

〃

新
水
農
協

新
水
簡
易

■電波障害一掃運動にご協力を

　日本アマチュア無線連盟は、10月1日から31日

まで、電波障害の苦情受付調査を行います。アマ

チュア無線局から発射している電波で障害を受け

ている方は、栗林道夫（中条北原曾7－0414番）へ

ご連絡ください。
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梢
、
瞳
な
ど
も
使
え
ま
す

　
　
人
名
用
漢
字
2
8
字
を
追
加

　
こ
の
ほ
ど
、
人
名
用
漢
字
（
子
の
名

に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
）
が

つ
ぎ
の
と
お
り
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
付
け
の
際
に
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
追
加
さ
れ
た
人
名
用
漢
字

　
佑
、
允
、
冴
、
喬
、
怜
、
悠
、
旭
、

杳
、
梓
、
梢
、
梨
、
沙
、
渚
、
瑠
、

瞳
、
紗
、
絋
、
絢
、
翠
、
耶
、
芙
、

茜
、
葵
、
藍
、
那
、
阿
、
隼
、
鮎
。

中
学
校
卒
業
認
定
試
験

を
実
施
し
ま
す

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の
中

学
校
卒
業
認
定
試
験
を
つ
ぎ
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
教
育
委
員
会
魯
七
ー
三
二
一
番

へ
。

　
受
験
資
格
…
昭
和
五
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
満
十
五
歳
以
上
に

な
る
者
で
、
義
務
教
育
の
猶
予
ま
た

は
免
除
を
受
け
た
者
。
あ
る
い
は
、

旧
尋
常
小
学
校
ま
た
は
旧
国
民
学
校

の
就
学
義
務
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受

け
た
者
。

　
願
書
の
受
付
期
間
…
九
月
十
六
日

ま
で
。

灘
灘
灘
灘
覆
難
雛
欝
，

5
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番
…

12

日
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番
…

15

日
十
日
町
病
院
（
高
男
二
南
）
…

（
敬
老
の
日
）

　
　
　
　
　
　
曾
7
の
5
5
6
6
番
…

’
1
9
日
　
池
田
医
院
（
奢
些
）

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番
…

…
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
v

…
（
秋
分
の
日
）
　
窒
の
2
1
7
4
番
…

…
2
6
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
　
魯
2
の
3
2
6
9
番
㎜

　　懸鐵

献血車日程
弓8日㊧午前10時～午後3時
，茂織物㈱（本町6丁目）

弓9日㊥午前10時～午後3時
織物㈱（新座）

弓13日⑭午前10時～午後3時
一沢織物㈱昭和町工場（昭和町1）

職
黙
職

　
織
　
　
物
3
織

8
茂
9
織
－
沢

鯛
根
明
睦
明
吉

き
ろ
き
ろ
き
ろ

　
こ
　
　
　
こ
　
　
　
こ

と
と
　
と
と
　
と
と

明日といわず今献血しましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　繊　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　灘　　　　　　　糠　　　　灘　　籔……鰹

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
　
　
児

日
回
　
　
　
炎

ふ
▲
丁
　
　
　
　
　
妻
口

9
月
4
日

　
（
土
）

午
前
9
時

　
～
1
0
時

吉
　
　
田

出
張
所

生
　
　
後

12

ヵ
月

ま
で
の
者

吉
田
地
区

身
　
体
　
測
　
定

保
育
に
つ
い
て
の

相
談

9
月
7
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

　
～
2
時
半

下
　
　
条

出
張
所

下
条
地
区

9
月
8
日

　
（
水
）

水
　
　
沢

出
張
所

水
沢
地
区

9
月
9
日

　
（
木
）

中
　
　
条

公
民
館

中
条
地
区

9
月
1
0
日

　
（
金
）

十
日
町

公
民
館
51

年
9
月
1

日
～
H
月
3
0

日
ま
で
に
生

れ
た
者

十
日
町
、
新

座
、
大
井
田
、

川
治
、
六
箇

地
区

4
カ
月
児

検
診
並
び
に

育
児
学
級

9
月
14
日

　
（
火
）

午
後
1
時

　
～
2
時

十
日
町

公
民
館
51

年
5
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

9
月
1
7
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時
半

十
日
町

公
民
館

48

年
3
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

3
歳
児
、
6
カ
月
児
を
対

象
、
個
人
通
知
が
な
く

と
も
該
当
月
の
方
は
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
し
V
　
　
　
　
　
』
－
『
～

　
　
　
／
し
》

　
　
　
　
　
’
－

結
核
を

よ
く
知
る

た
め
に

結核検診はすすんで受けましょう。

早期発見、早期治療で結核をなくし

ましょう。

市
内
の
結
核
患
者
数
　
　
5
0
年
に
届
出
さ
れ
た
数

　　　　難

　　簿
　轟難．　驚

人
鞭

　
　
　
搬

轍
鐵

鵬
懇

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　　□11号□

　
　
3

　
　
夢灘

　
　
お

　
　
』
』
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こ
と
し
も
、
十
月
一
日
か
ら
年
末

ま
で
の
三
ヵ
月
間
、
民
間
の
自
主
的

運
動
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
体
の
不
自
由
の
人
や

独
り
暮
ら
し
の
老
人
な
ど
恵
ま
れ
な

い
人
達
に
お
も
い
や
り
を
お
届
け
す

る
“
た
す
け
あ
い
”
の
心
で
す
。

　
経
済
不
況
下
の
折
、
恐
縮
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
長
い
病
床
生
活
者
、
ね

た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者
等

に
愛
情
あ
る
応
分
寄
付
を
い
た
だ
き

町
内
の
敬
老
会
に
出
席
し
た
老
人

達
は
「
長
生
き
は
す
る
も
ん
だ
ね
」

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

た
く
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
昨
年
は
目
標
額
を

上
回
る
五
百
二
十
八
万
五
千
円
余
り

の
善
意
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
別
表
の
と
お
り
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
度
募
金
の

　
使
い
み
ち

　
■
被
（
要
）
保
護
世
帯
、
長
期
入

院
患
者
、
施
設
入
所
者
等
の
歳
末
慰

　
　
内
に
願
上
、
し
り
十

　
　
町
　
内
の
以
て
く
踊
￥

　
　
、
　
町
願
歳
つ
づ
と
は

　
　
日
　
　
、
祈
70
と
心
歌
日
。

会　
　
1
5
　
が
寿
も
に
、
る
同
た

　
　
月
　
会
長
れ
人
は
よ
。
し

老　
　
9
　
員
と
ず
老
で
に
た
ま

　
　
る
　
委
め
い
い
場
志
し
れ

敬　
　
去
　
議
た
は
な
会
有
で
か

　
　
、
。
評
う
者
少
。
や
び
開

で
鍵
鵬
謬
羅

区　
　
町
き
委
ん
す
く
の
婦
達
体

　
　
目
開
行
し
で
歩
事
、
人
民

地　
　
丁
で
実
楽
の
出
行
た
老
市

　
　
7
館
区
を
も
く
い
ま
、
も

座
胡
蝦
馳
旧
耽
ゆ
糺
礼
儲
訟

新
函
糎
鵬
筋
衛
昧
知
盤
摘
磁

　
　
地
を
催
人
め
1
0
老
力
さ
区

　
　
座
会
の
老
込
人
敬
理
露
地

　
　
新
老
こ
む
を
老
の
料
披
町

　
　
　
敬
　
住
い
の
こ
の
も
日

問
等
へ
…
百
四
十
三
万
五
千
円
。

　
■
へ
き
地
保
育
所
へ
…
八
十
五
万

五
千
百
五
十
九
円
。

　
■
児
童
遊
園
地
、
季
節
保
育
所
へ

…
九
十
三
万
九
千
六
十
円
。

　
■
県
内
民
間
福
祉
施
設
へ
…
．
八
十

二
万
円
　
■
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
…
三
十

三
万
六
千
九
百
円
　
■
敬
老
事
業
へ

…
三
十
二
万
三
百
五
十
円
　
■
身
体

障
害
者
福
祉
事
業
…
十
六
万
円
　
■

身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
へ
・
．
．

三
十
六
万
九
千
円
。

　
■
母
子
福
祉
へ
…
五
万
円
。

な
つ
メ
・
歌
謡
繭

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
ヘ
ど
う
ぞ

　
共
同
募
金
会
で
は
「
な
つ
メ
ロ
歌

謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
」
を
開
催
し

ま
す
。
現
在
、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
で
入

艀
旋
罐
齢
ひ
霧
解
『
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

い
ま
す
。

　
日
時
　
十
月
一
日
（
金
）
午
後
六
時

　
　
　
　
半
～
九
時

　
場
所
　
市
民
体
育
館
　
　
　
　
　
。

　
出
演
者
　
な
つ
メ
ロ
愛
好
会

　
入
場
料
金
　
三
百
円

　
入
場
券
発
売
場
所

　
㈱
都
屋
時
計
店
（
本
町
四
）
㈱
ダ
イ

セ
商
店
（
本
町
三
）
月
見
屋
（
本
町
三
）

繍
縷麟』

月
額
五
千
円
に

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
に
対
し
て
昨

年
十
月
、
福
祉
手
当
給
付
制
度
が
発

足
し
ま
し
た
が
、
本
年
十
月
よ
り
こ

の
手
当
が
月
額
五
千
円
に
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
障
害
程
度
が
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
で
認
定
請
求
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
市
福
祉
事

務
所
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
支
給
要
件

①
精
神
及
び
身
体
に
重
度
の
障
害
を

有
し
、
日
常
生
活
（
食
事
、
洗
面
、

ト
イ
レ
の
処
置
等
）
に
人
の
手
を
借

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
の
方
。

②
他
の
制
度
に
よ
る
障
害
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
福
祉
手
当
の

併
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
障
害

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
併
給
さ
れ
ま

す
。
　
請
求
手
続
き

　
認
定
請
求
書
、
所
得
状
況
届
、
．
診

断
書
の
交
付
を
受
け
、
所
要
事
項
を

記
載
し
、
戸
籍
謄
本
、
ま
た
は
抄
本

を
添
付
し
て
市
福
祉
事
務
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。


